
「地球と企業」セミナー第1回
７月２７日（木）１９：００～２０：３０ 丸ビル 7F東京 21cクラブ

「なぜパタゴニアは野生の鮭を守るのか？」
　　　　　　　　　　講演：パタゴニア日本支社　環境担当　 篠 健司 氏

【主催】中谷事務所
　　　 ＮＰＯ法人ユナイテッド・フィーチャー・プレス（ufp）
【定員】約 50 名（先着順）
【参加料】お一人 3000円税込（会場受付でお支払いください）
【お申し込み】  お名前・ご所属・お役職・e-mail・連絡先電話番号を添えて
                    Ｅメールでお申し込みください。
【お申し込み e-mail】saryuto@sol.dti.ne.jp
【お問い合わせ等連絡先】中谷事務所
　　　　　　　　　　　  〒213-0011  神奈川県川崎市高津区久本 3-6-4-904
     　　　　　　　　　  phone : 044- 844- 0205　fax : 044-844-0205
                                 e-mail : saryuto@sol.dti.ne.jp
【会場詳細】東京 21c クラブ
　　　　　 東京都千代田区丸の内 2- 4 - 1 丸の内ビルディング７階
      　　　  JR 線・地下鉄丸の内線　東京駅／地下道より直結
【ＵＲＬ】http://www.tokyo21c-club.com/open/info/access.html

世界で初めてペットボトルからフリースを再生したパタゴニア。すべての

コットン製品をオーガニックコットン100％に切り替えたパタゴニア。

売上高の１％、あるいは税引き前利益の10％の大きい方を地球上でビジネスを

行う自主的な「地球税」として環境保護団体に寄付するパタゴニア。

創業者 Yvon Chouinard（イヴォン・シュイナード）は、「死んだ地球からは

ビジネスは生まれない」という考えに行き着き、パタゴニアはいまその考え方を

実践しています。

「なぜパタゴニアは野生の鮭を守るのか？」

鮭の生態や鮭をめぐる環境問題を解説していただきながら、パタゴニアの

具体的な活動事例（環境保護、製品開発など）をご紹介していただきます。

また、鮭や河川の保全に関して、現在、日本国内のNGOだけでなく、パタゴニア

本社が支援しているNGO「The Wild Salmon Center」とのやりとりなど、

活動の経緯をお話していただきます。

「本当に地球に優しい企業」とは

企業が地球環境やサステナビリティにどう関わるか───。

この命題が提示されて、すでに20年以上の歳月が経とうとしています。

しかし、明確で一貫性がある答えを出すことは容易ではありません。

この『企業と地球』セミナーは、日本でも先進的な取り組みをしている企業の

経営者や社員に、地球環境との取り組みの現状を報告していただくとともに、

先進事例をどう普遍化できるのかを皆で考えるための良い機会になるはずです。

事例の多くは、規模的にあまり大きな会社ではありません。

だからこそ環境のために思い切った政策を取れる利点もあるのです。

丸の内という日本の伝統企業の拠点で、新しい経営の潮流を発信する意義は

大きいはずです。ご期待下さい。


